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及び耐震壁の新設、鋼板巻き柱補強を行った。

②老朽化への対応として、防水、内外装、電気設備、給

排水衛生設備、空調設備等の改修工事を行った。ま

た、竣工当初のデザインを残すとともに、山武杉の

間伐材を腰壁等に使用し、県内産材料の使用に努め

た。

③バリアフリー対応のため、「ハートビル法」及び

「千葉県福祉のまちづくり条例」に基づき、床の段

差解消や手摺の設置をはじめ、身体障害者用のエレ

ベーター、観覧席、トイレ、更衣室、シャワー室等

を整備し、施設利用者への利便性を図った。

おわりに

　これまで親しまれてきた当施設のイメージを損な

うことなく改修工事を終え、平成１６年１１月２３日に行

われた国際千葉駅伝を皮切りに、平成１７年８月には

全国高等学校総合体育大会（千葉きらめき総体）で

の主会場にも予定され、今後より一層利用されるこ

とを期待しているところである。

　今回の改修工事費は１�当たり約１５万円であり、

類似施設の新築工事と比較して１/２以下となるこ

とから、費用対効果の高い事業であったと思われる。

総合スポーツセンター陸上競技場再整備事業

事業の概要

　当陸上競技場は、昭和４１年７月の開設以来、昭和

４８年に開催した「若潮国体」での主会場をはじめ、

県を代表する陸上競技場として数多くの競技会で利

用されてきた。約４０年の経年による施設の老朽化が

進み、耐震補強の必要性も生じたため、平成１５・１６年

度の２ヵ年で耐震改修及び内外装改修工事を行った。

施設概要

�主要用途：観覧場

�構　　造：鉄筋コンクリート造

　　　　　　一部鉄骨鉄筋コンクリート造

�階　　数：地上３階建て

�延べ面積：１０,３１８�（観覧席含む）

�事業期間：平成１５年１０月～平成１６年１１月

�事 業 費：約１５億円

事業の特徴

　今回の事業においては、既存の構造躯体を生かし、

公共施設として求められている機能を確保するため、

次の事項を重点とした改修工事を行った。

①耐震性能向上のため、既存スタンドのSRC屋根を

撤去し、膜構造による軽量化を図り、鉄骨ブレース
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メインスタンドの膜構造屋根

耐震補強部の鉄骨プレース


